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- 新潟県中越沖地震及び東北地方太平洋沖地震・津波において
顕在化した情報伝達の課題解決

地震・津波等外的事象に対する原子力防災システム

TiPEEZの高度化 （JNESとの共同研究）

背景

- 柏崎市より原子力防災計画の立案等に関する技術支援の要請

目的 “TiPEEZの柏崎・刈羽地域への適用”

１） TiPEEZを用いて柏崎・刈羽地域を対象にした地震・津波に対

する原子力防災計画の立案を支援する

２） 同計画に基づいて実効的なシミュレーションを行い、原子力
災害対策指針の見直しに対応した機能の確認を行う
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事故通報及び指示に関する現状体制（原災法10条・15条）

案：政府からの独立した意志決定を想定した体制（新工大の技術支援）

地域災害対策委員会が、災害対策本部との間に連携不備を生
じた場合に、独立した意志決定を行えるように、立地地域の大学
が中核となり市町村を支援する。（但し、新工大はJNESから専門
的助言を受ける）

次に: 対策指示

立地地域の大学等による市町村支援のための枠組み

地域災害対策委員会
(柏崎市)

技術的・
人的支援
(新工大)

専門的助言
(JNES)

災害対策本部
(日本政府)

事故進展・環境放射線の監視
(プラントオペレーター)

まず: 事故通報

次に: 対策指示
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災害対策本部
(新潟県)



ＴｉＰＥＥＺの柏崎・刈羽地域への適用

コンソーシアム体制の構築

・自治体連合による運営拡大
・他立地地域への展開

（参画機関：新潟工科大学、柏崎市、地元企業、市民、
原子力耐震構造研究センター、他）

柏崎市
防災訓練

適用

柏崎市
防災訓練

適用

市計画修正
（平常時/緊急時）
･広域市町村連携

（財団法人、NPO等により組織化）

～2012年度 2014年度 2015年度～2013年度

新潟工科大学 原子力耐震･構造研究センター原子力耐震･構造研究委員会に
市民及び分科会委員で構成する「市民ニーズ分科会」を設置予定

柏崎市
図上
訓練

市計画修正
（平常時/緊急時）
･訓練結果の反映

国際耐
震安全
研修

市民向け
デモン

ストレー 適用
(小規模)

適用
（中規模）

･広域市町村連携
･市民ニーズの反映
･職員ニーズの反映
･訓練結果の反映

国、県等のシステムとの連携

訓練
試行

･訓練結果の反映
･市民ニーズの反映
･職員ニーズの反映
･地域特性の反映

研修
（実習
教材）

ストレー
ション

TiPEEZの高度化フェーズⅠ
（JNESがR＆Dで支援）

（推定機能の高度化、市情報システムとの連携等）

TiPEEZの高度化フェーズⅡ
（新潟工科大学中心の産官学で高度化）
（国、県、防災関連機関との連携機能の

追加、一般防災への拡張等）
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ＴｉＰＥＥＺの柏崎・刈羽地域への適用
- 市民向けデモンストレーションの実施 -

１）目的

地域の大学が中核となり市町村を支援する枠組みとTiPEEZ
の諸機能の活用を盛り込んだデモンストレーションを実施し、

市民よりTiPEEZの適用に関する意見を収集する。

２）デモンストレーション環境
10km

柏崎市役所

新潟工科大学

発電所
(新潟工科大学内)

刈羽村役場(第３回)

高田コミセン

TiPEEZシステムの設置

新潟工科大学 原子力耐震・構造研究センター内
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10km

10
km

10m×15mの空間に配置したスクリーン/モニタに
刈羽村役場・柏崎市役所・高田コミセンの状況を映写



３）デモンストレーションの時間の推移と情報処理の流れ

地域防災

計画の

被害想定と

同じ手法での

限られた情報

に基づく

リアルタイム

津波解析

結果

データベース

による

即時的

津波浸水

推定

被害推定値を

実被害情報に

置き換えた

避難計画推計

避難所等での安否確認、

地震、津波被害集計に

基づく避難計画推計

現地情報の入手困難な時間

時間
震源位置、

マグニチュード
（気象庁）

地震、津波の
の詳細な諸元

現地情報
（現地調査）

集積・集計情報

数秒 数分 数時間 数日

推定

地震発生

１５分数秒 数分 ４０分

デモンストレーションの時間軸

事前評価結果の活用

効率的な情報収集と情報共有
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（市役所職員がデモンストレーションに参加）

市民向けデモンストレーション 第1回 2012年11月10日

以下の機関間の情報伝達・連携をデモ

①新潟工科大学 (原子力耐震・構造研究センター)

②柏崎市役所

③高田コミュニティセンター

②柏崎市役所（現地映像）

（高田コミセン現地を写すテレビ映像に振り向く見学者）

①原子力耐震・構造研究センター

①原子力耐震・構造研究センター
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（市役所[右]と高田コミセン[左]の状況を写す

市民向けデモンストレーション 第2回 2013年3月27日

①原子力耐震・構造研究センター

以下の機関間の情報伝達・連携をデモ

①新潟工科大学 (原子力耐震・構造研究センター)

②柏崎市役所

③高田コミュニティセンター

（市役所職員がデモンストレーションに参加）

（左手のテレビモニタとスクリーンは市役所の状況と

ＰＣ画面を映写） ②柏崎市役所（庁舎内会議室）

（市役所[右]と高田コミセン[左]の状況を写す

テレビモニタ）

①原子力耐震・構造研究センター
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市民向けデモンストレーション 第3回 2013年8月20日

以下の4機関間の情報伝達・連携をデモ

①新潟工科大学 原子力耐震構造研究センター,

②刈羽村,  ③柏崎市役所,  ④高田コミュニティセンター
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市民向けデモンストレーションの成果（意見収集）

自治体職員（第1回 2012年11月10日）：
a1) 原子力防災計画の修正に活用したい。
a2) 避難輸送ルートの渋滞推定機能を追加要望する。

⇒ 避難時間推計機能の追加【新規課題】

消防署職員（第2回 2013年3月27日）：
b) 地震/津波による橋梁被害推定の精度を高めて欲しい。

⇒ 橋梁のフラジリティ評価手法の検討【新規課題】
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⇒ 橋梁のフラジリティ評価手法の検討【新規課題】

地域の会*の委員（第3回 2013年8月20日）：
c1) 国や県と連携し、住民にとってより実効性あるものにして欲しい。
c2) 防災訓練等で活用し、日頃から運用に慣れて欲しい。
c3) 要援護者への対応

⇒ 要援護者安否確認機能の追加【新規課題】

*柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会



まとめ

新潟工科大学 原子力耐震構造研究センターは、柏崎市から

原子力防災計画の立案等に関する技術支援の要請を受け、

柏崎・刈羽地域へのTiPEEZの適用を進めている。

１）関連する柏崎市の６つの原課からデータ提供を受け、地域

特性に応じたカスタマイズを実施している。

２）地域の大学が中心となり市町村を支援する枠組みとTiPEEZ
の諸機能の活用を盛り込んだ市民向けデモンストレーショ

ンを実施した。

⇒市民のニーズ・改善のポイントを把握
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今後の取り組み

a) 市民のニーズ等を踏まえた機能の拡充（避難時間推計機能、

要援護者安否確認機能等）

b) TiPEEZを用いた図上訓練の試行と防災計画への反映

c) 他の立地地域への情報発信とIAEA技術基準への反映

IAEA国際耐震安全センターEBP WG5.3  TiPEEZ技術基準の作成
（IAEA-TECDOC 2014年発行予定）
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